
指

導

目

標

添削指導

8 回

回 提出期限

1
佐・月５/13

唐   　５/ ７

2
佐・月6/  3

唐  　  5/27

3
佐・月7/ 8

唐 　  6/17

4
佐・月7/22

唐  　 7/15

5
佐・月10/28

唐  　 10/21

6
佐・月12/ 2

唐   　11/25

7
佐・月12/23

唐  　 12/16

8
佐・月1/27

唐       1/  6

第４章　さまざまなビジネス

・ビジネスの種類　　・製造業　　・小売業　　・卸売業

実施していない

メディア減免 視聴メディア及び視聴日程 メディア減免報告課題提出締切

NHKテレビ　高校講座　「ビジネス基礎」
5/29（金）、6/30（火）、7/31（金）

10/30（金）、11/30（月）、12/23（水）

レポート（学習報告書）

学習内容

第１章　商業の学習とビジネス

・いざ、ビジネスの世界へ　　・私たちの社会とビジネス

第２章　ビジネスとコミュニケーション

・コミュニケーション　　・ビジネスマナー　　・情報の入手と活用

第３章　経済と流通の基礎

・経済の仕組みとビジネス　　・経済活動と流通

メディア視聴減免実施の有無 実施している

第４章　さまざまなビジネス

・物流業　　・金融業　　・情報通信業　　・飲食サービス業・娯楽業・宿泊業

第５章　企業活動の基礎

・ビジネスと企業　　・マーケティングの重要性　　・資金調達　　・財務諸表の役割

第５章　企業活動の基礎

・企業活動と税　　・雇用

第６章　ビジネスと売買取引

・売買取引の手順　　・代金決済

第７章　ビジネス計算

・ビジネス計算の基礎　　・ビジネス計算の応用

第８章　身近な地域のビジネス

・さまざまな地域の魅力と課題　　・地域ビジネスの動向

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地

域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目

指す。

履修上の留意点単位数

令和 8 年度　通信教育実施計画

副教材等教科書

　商業００７－９０１

「ビジネス基礎　新訂版」（実教出版）

4

科目

ビジネス基礎

教科

商業

面接指導

最低 8 時間



月 実施日

4

佐賀4/26

唐津4/19

月曜4/27

5

佐賀5/17

唐津5/10

月曜5/18

6

佐賀6/21

唐津5/31

月曜6/22

7

佐賀 7/ 5

唐津6/28

月曜 7/ 6

集中

スクーリング

全課程

7/12,13

前期末

スクーリング

全課程

7/19,20

10

佐賀10/11

唐津10/  4

月曜10/12

11

佐賀11/15

唐津11/  8

月曜11/16

12

佐賀12/ 6

唐津11/29

月曜12/ 7

1

佐賀  1/10

唐津12/20

月曜  1/11

後期末

スクーリング

全課程

1/20,21

前・後期 実施日

前期

佐賀 8/30

唐津 8/23

月曜 8/31

後期

佐賀 1/31

唐津 1/24

月曜 2/ 1

・ビジネスにおける信頼構築の意義と重要性を学ぶ

・企業における情報の重要性を学ぶ

・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要について学ぶ

・ビジネスの役割について学ぶ

スクーリング（面接指導）

学習内容

・経済の仕組みと流通の必要性について学ぶ

・ビジネスの種類について理解し、流通や流通に関わる様々なビジネスについて学ぶ

（物流業、金融業、情報通信業、飲食サービス業・娯楽業・宿泊業）

・企業活動の形態と組織、マーケティングの重要性と流れなど企業活動に必要な知識を学ぶ

・企業活動の形態と組織、マーケティングの重要性と流れなど企業活動に必要な知識を学ぶ

（企業活動と税、雇用）

・売買取引、代金決済など取引に関する知識や技術を学ぶ

・ビジネス計算に関する知識や技術を学ぶ

・さまざまな地域の魅力と課題、地域ビジネスの動向について学ぶ

試　　験

試験範囲

・教科書P7~P93 　（レポート：第１回～第４回）

・教科書P94~P195（レポート：第５回～第８回）

・ビジネスの種類について理解し、流通や流通に関わる様々なビジネスについて学ぶ

（製造業、小売業、卸売業）

　・前期学習内容の復習を行う

　・ビジネスマナーの動画を視聴しながらロールプレイで練習する

　・後期学習内容の復習を行う



回 提出期限

1 5月29日

2 6月30日

3 7月31日

4 10月30日

5 11月30日

6 12月23日

・情報通信業　　・ビジネスと企業　　・マーケティングの重要性　　・資金調達

・財務諸表の役割／企業活動と税　　・雇用　　・売買取引の手順

・代金決済　　・ビジネス計算　　・身近な地域のビジネス

※オプション

・ビジネスの種類（ものを生産するビジネス）　　・ビジネスの種類（サービスを生産するビジネス）　　・小売業

放　送　視　聴

学習内容

・私たちの社会とビジネス　　・ビジネスとコミュニケーション　　・経済の仕組みとビジネス　　・経済活動と流通　　

・卸売業　　・物流業　　・金融業

≪評価≫

・評価は3つの観点について、観点ごとに3段階（A、B、C）で評価を行う

・「知識・技能」：テスト・レポート　　「思考・判断・表現」：テスト・レポート　　　「主体的に学習に取り組む態度」：レポート

≪単位修得の認定にあたっての基準≫

・すべてのレポートが合格していること　・面接時数を8時間以上満たしていること　・前期試験、後期試験を受けること。

学習の成果に係る評価及び単位の修得の認定に当たっての基準


